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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞

･折ヶ内　敦子様～療養環境変更目的にて、本日9：30東病棟Bユニットから西病棟Bユ

ニットへ転出となる。
･巴　勇樹様～療養環境変更目的にて、本日10：00東病棟Aユニットから西病棟Bユ

ニットへ転出となる。

･福田　義雄様～主治医より南病棟へ移動許可となる。

･松川　照男様～主治医より南病棟へ移動許可となる。

＜隔離入室患者様ケース検討＞
･関川　良雄様～終日隔離中。帰宅要求頻回に聞かれている。昼食は拒否なく摂取している。興奮なく経過している。引き続き、精神状態の観察と病状評価を行い、他者トラブルに注意し介入していく。
＜要注目患者様ケース検討＞
･木村　格治様～声高さあり、命令口調聞かれている。他者トラブルはなく、説明への聞き入れは出来ています。引き続き精神症状の観察を行っていき、他者とのトラブルがないよう注意していく。来週よりリハプロ導入予定としている。
･成田　賀枝様～日中は臥床して過ごしている。御家族の面会来られても、起きたくないと話されています。精神症状の観察していく。

･森子　康昭様～離脱症状なく、日中は部屋で臥床して過ごされている。バイタルサインも異常なし。来週アルコール依存症治療プログラムについて取り組めるのか本人の意思の確認をしていく。

･畑中　成夫様～ユニット移動の訴えあり、妄想発言は聞かれない。引き続き精神症状の観察を行い、他者とのトラブルに注意していく。

･高田　マキ様～ベルコムローションを飲もうとする事や、バナナの皮をボトルに入れる行為見られている。引き続き精神症状の観察し、トラブルに注意していく。

･小泉　喜作様～コーヒーの要求頻回。他者の物と間違えないよう、もらいに来たときは介入していく。

･佐羽内　裕亮様～興奮する事や､不穏になる事もなく他者との交流も見られている。引き続き精神症状の観察をしていく。

･谷崎　遙様～表情冴えなく目つき悪く、「人を傷つけたらどうしよう」と訴え聞かれている。切迫した様子はないですが、引き続き訴えを傾聴し、突発的行為がないよう注意していく。
＜田名部Dr診察＞

・吉島　知寿子様～火事の件については、「実験していたしつ放火ではなく、失火だ」と話す。身体を震わせているも、身体不調の訴えなし、退院について強く訴える事はない。
・工藤　綾子様～妄想発言なく淡淡と質問に答えている。不調の訴えはない。臨時薬同内容で7日分処方となる。
・安達　貴浩様～病棟移動や退院についての訴えあるも、切迫した様子はない。
・平山　敬之様～淡々と質問に答えている。臨時薬同内容で7日分処方となる。
・畠山　正雄様～状態安定してきているため。今後退院支援に向け、退院先を検討していく。臨時薬同内容で7日分処方となる。
・小笠原　久年様～他者えの粗暴行為や妄想症状ある事から、本日より、シクレスト（10）1T1×夕／7日分処方となる。
・丹内　栄子様～ロドピンは継続で5日分処方となる。右耳痛を訴えるが、腫脹や熱感はない。
・小澤　和子様～落ち着いてきてはいるが、独語目立つ。コントミン→150へ増量。他同内容で7日分処方となる。
・高田　マキ様～ペﾙオコムローションを飲まないように指導を受けている。診察中、一方的に自分の要求を話す。
・泉川　ケイ子様～悲観的な発言や妄想発言活発であるが、質問には答えている。Bユニットへ移動するよう指示あり、ペット空き次第調整とする。
･畑中　成夫様～「今月中に何とか退院したい」「病気じゃない」「来月から印税が入るから退院したらお手伝いさんを雇う」等妄想発言活発、しつこさもあり。

･成田　賀枝様～自室にて臥床している、希死念虜については「大丈夫」と話している。9／15退院予定と伝えると本人了解している。

･佐々木　要四郎様～本人希望にて、明日朝よりヨーグルト対応とする。入院後は穏やかに経過している。9／13昼より、内容一部変更し、11日分処方となる。

＜安ヶ平Dr診察＞

・木村　格治様～自ら運動神経の本を業者から頼んで買っている。「プログラムに行きたい」と訴えている。プログラムの時間帯に、ラジオ体操に参加する事許可している。
＜入院患者様情報＞

日　　時：平成28年9月9日　13：00

　病棟病室：東病棟Bユニット2号室

　患者氏名：石橋　信孝様

　生年月日：昭和7年5月28日（85歳）

　　　性別：男性

　　主病名：混合型認知症

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：馬渡Dr（サポート医：田名部Dｒ）

　＜経過＞

　平成25年10月より易怒性あり、攻撃的な言動が見られるとかかりつけ医であった、はらだクリニックへ相談あり。さくら病院の通院を開始していたが、本人が受診を拒否したことから通院は自己中断。平成28年に入り興奮、易怒性が悪化。家族に対し、攻撃的な電話を入れる好意が頻回となったことから南部町保健師が本人宅を訪問。専門治療を勧められ当センターを紹介。ご家族様より相談あり、9月2日当院初診。ご家族様の対応が困難との事で入院治療の希望あり、Ｈ28年9月9日13：00東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。
＜備考＞買い物かーどなし。

･家族洗濯。

･LTセット：Dﾌﾟﾗﾝ

＜入院患者様情報＞

氏名：中村サヨ様

　生年月日：昭和3年6月3日（88歳）

　　　性別：女性

　　主病名：混合型認知症（嗜銀顆粒性認知症疑い）

　　　病棟：東病棟合併症室（予定）

　入院形態：医療保護入院（予定）

　　主治医：馬渡Dr

　＜経過＞

平成28年8月に入り急にトイレに対するこだわりや要求、執着が強くなったため8月29日あおぞらクリニック初診となっていた。HDSR：5点MMSE：11点であった為、三沢市立

市民病院にて頭部CT検査実施。今回トイレ要求が頻回であり連れて行ってもらえないと興奮する事が続いた事から家族対応困難となり入院加療が必要と判断されたことから9月9日東合併症室へ12：00医療保護入院となる。

＜備考＞LTは様子を見て導入予定。

･買い物かーどなし。　　　　　　　　　　　　　　　　

･家族洗濯：オムツ家族洗濯。

